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一
般
会
計
決
算
の
総
括

平
成
22
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、９
月
の
町

議
会
定
例
会
に
提
出
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
１
７
１
億
４
，

９
８
４
万
円
（
前
年
度
比
６
．
３
％
増
）、
歳

出
が
１
６
８
億
９
，
９
６
４
万
円
（
前
年
度

比
５
．
９
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が

２
億
５
、０
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
は
87
．７
％（
前
年
度
92
．２
％
）、

実
質
公
債
比
率
が
19
．
６
％
（
前
年
度
18
．
９
％
）

と
財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
基
金
（
貯
金
）
は
８
億
６
，

６
８
０
万
円
余
り
増
え
て
49
億
１
，
３
４
６
万

円
（
下
図
１
参
照
）
と
な
り
、
町
村
合
併
年
度

に
約
３
３
２
億
円
あ
っ
た
町
債
は
２
４
３
億
円

余
り
（
下
図
２
参
照
）
に
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況
に
つ
い
て

地
方
財
政
へ
の
配
慮
に
よ
る
交
付
税
の
伸

び
（
４
．
６
％
増
）
や
新
隠
岐
病
院
建
設
事

業
の
本
格
着
工
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
（
ソ

フ
ト
）
分
の
創
設
な
ど
に
よ
る
地
方
債
の
増

加
等
に
よ
り
前
年
度
比
６
．
３
％
増
と
大
き

く
伸
び
ま
し
た
。

長
期
化
す
る
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
税
収

（
１
．６
％
減
）や
分
担
金･

負
担
金（
７
．４
％
減
）

な
ど
は
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
使
用
料
及
び
手

数
料（
33
％
増
）や
財
産
収
入（
３
７
３
．７
％
増
）

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
に
占
め
る
自
主
財

源
の
割
合
は
１
．
１
％
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

特集 決算から見る

歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業
や
五
箇

小
学
校
耐
震
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
等
の
投
資
的

経
費
（
４
．
７
％
増
）
及
び
積
立
金
（
１
４
６
．

４
％
増
）
増
加
が
大
き
く
影
響
し
、
前
年
度
比

５
．
９
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
総
額
で
は
前
年
度
決
算
額
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
が
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
手
当
の
創
設
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助

費
の
大
幅
増（
18
．
８
％
増
）は
あ
っ
た
も
の
の
、

職
員
数
の
減
に
よ
る
人
件
費
の
減（
２
．
２
％
減
）

及
び
町
債
の
新
規
発
行
抑
制
や
前
年
度
に
実
施

し
た
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
影
響

な
ど
に
よ
り
公
債
費
が
減
少
（
２
．
９
％
減
）
し

た
た
め
、
１
．
０
％
微
増
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

60

50

40

30

20

10

0
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年　度

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年　度

�
�
�
�
�
�
�
�

50

100

150

200

250

300

350

0

�
�
�
�
�
�
�
�

60

50

40

30

20

10

0
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年　度

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年　度

�
�
�
�
�
�
�
�

50

100

150

200

250

300

350

0

�
�
�
�
�
�
�
�

《図1》基金（貯金）残高の推移《図２》町債（借入金）残高の推移

まちの家計簿
平成22年度の決算が、町議会９月定例会で承認さ

れました。
今回の特集では、町民の皆様から納めていただい

た税金や国・県からの補助金などが、どのように使わ
れ町の財政が運営されているのか、町の財政状況につ
いて平成２２年度決算の概要をお知らせします。

写真左上：来年５月の開院を目指し、急ピッチで工事が進められている新隠岐病院
写真右上：耐震補強及び大規模改造工事にリニューアルされた五箇小学校
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平成２２年度一般会計  歳入 決算額　１７１億４，９８４万円
前年度比6.3％増

 自主財源  ２９億６，７６５万円 １７．３％
 依存財源  １４１億８，２１９万円 ８２．７％
財政用語解説（歳入）
町税・使用料など   皆さんからの税金（個人・法人税、固定資産税、

軽自動車税等）や保育料などの町の施設の使
用料や証明手数料などによる収入です。

その他の収入   繰入金、財産収入、寄附金、貸付金の元利収
入などです。

繰越金   前年度からの繰越金です。
国からの収入   国庫支出金（特定の目的のために国から交付

されたお金）や地方交付税（町が標準的な仕
事をする際に、不足する財源を、町の財政状
況に応じて交付されたお金）などによる収入
です。

県からの収入   県支出金（特定の目的のために県から交付さ
れたお金）による収入です。

町　　　　債   町の借金のことで、大規模な事業を行うため
国などから借入れたお金です。

自主財源   町が国や県に頼らずに獲得できる財源です。
依存財源   町が国や県に頼って調達する財源です。

県からの収入 
12億8,471万円

7.5%
町債

21億4,155万円
12.5%

町税・使用料など 
19億3,451万円

11.3%

その他の収入
 9億5,104万円

5.5%

繰越金
 8,210万円
0.5%

国からの収入
107億5,593万円

 62.7%

自主財源 
17.3%

依存財源 
82.7%

171億
4,984万円

平成２２年度一般会計  歳出 決算額　１６８億９，９６４万円
前年度比5.9％増

歳出（性質別） 歳出（目的別）

公債費
37億434万円
21.9%

基金積立金
 10億6,212万円　6.3%

議会費
 8,644万円　0.5%

総務費
33億1,657万円

 19.6%

民生費
29億4,025万円

17.4%

衛生費
 16億5,121万円
9.8%

災害復旧費
 2億4,329万円

1.4%

教育費
12億5,885万円

7.4%消防費 
4億8,332万円

2.9%

土木費
 8億741万円
4.8% 商工費
5億457万円
3.0%

農林水産業費
8億4,123万円

5.0%

労働費
4万円
0%

168億
9,964万円

財政用語解説（歳出：性質別）
人　　件　　費 町職員給与、町議会議員報酬、各種委員会報酬など
扶　　助　　費 生活保護費、各種医療費の助成など
公　　債　　費 借入れた町債（借金）の返済のためのお金
物　　件　　費 光熱水費、消耗品費、委託料、使用料など
維 持 補 修 費 道路、施設などの維持費
補　　助　　費 特定の事業や団体への補助金・交付金
積　　立　　金 特定の目的のため基金へ積み立てたお金
投資・出資・貸付金 融資資金などの貸付金
繰　　出　　金 他の会計へ繰出したお金
繰　　越　　金 翌年度繰越金
普通建設事業費 道路・公園・学校など公共の施設建設のためのお金
災 害 復 旧 費 災害時の道路等の補修費など

普通建設事業費
33億2,041万円

19.6%

災害復旧費
 2億4,329万円

1.4%

人件費
 22億2,177万円

13.1%
扶助費

15億46万円
 8.9%

公債費
37億69万円
21.9%

維持補修費
 3,681万円
0.2%

繰出金 
11億2,864万円

6.7%

投資・出資
・貸付金

 2億1,501万円
1.3%

積立金
10億6,212万円

6.3%

補助費等
21億1,149万円

12.5%

168億
9,964万円 義務的経費 

43.9%

投資的経費 
21.0%

その他経費 
35.1%

■歳計余剰金2億5,020万円を23年度予算に編入

一般会計の決算額を見ると、歳入総額１７１億４，９８４万
円から歳出総額１６８億９，９６４万円を差し引いた歳計余剰
金 2億 5,020万円は、23年度への繰越事業の充当財源や
純繰越金などとして23年度予算に編入されます。

歳出

168億9,964万円

歳計余剰金

2億5,020万円

歳入

171億4,984万円

物件費
 13億5,895万円

8.1%

※歳出（目的別）の用語解説はP5をご覧下さい。
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経
常
収
支
比
率　

87
．
７
％

毎
年
見
込
ま
れ
る
収
入
（
交
付
税
な
ど
）

に
対
す
る
、常
に
必
要
な
支
出
（
人
件
費
な
ど
）

割
合
で
、
比
率
が
低
い
ほ
ど
、
収
入
に
余
裕

が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
逆
に
高
い
ほ
ど

財
政
状
況
は
硬
直
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

90
％
を
超
え
る

と
危
険
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

前
年
度
よ

り
４
．５
ポ
イ

ン
ト
改
善
さ
れ

87
．７
％
と
な

り
ま
し
た
。

財
政
力
指
数　

０
．
１
８
７

町
の
財
政
に
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
表
す

指
標
で
す
。
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
財
政

力
が
強
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
１
を

超
え
る
と
、
国
か
ら
地
方
交
付
税
が
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
平
成
22
年
度
は
０
．
１
８
７
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　

１
０
２
．
２
％

こ
の
比
率
が
高
い
と
、
将
来
的
に
財
政
が
圧
迫

さ
れ
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま

す
。
こ
の
指
標

に
係
る
財
政
健

全
化
基
準
（
危

険
ラ
イ
ン
の
基

準
）
は
、
市
町
村

で
３
５
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

H19 H20 H21 H22

年　度

将来負担比率の推移
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財
政
指
標
か
ら
見
る
ま
ち
の
財
政
状
況 

〜
平
成
22
年
度
財
政
分
析
結
果
か
ら
〜

実
質
公
債
費
比
率 

19
．
６
％

一
般
財
源
の
規
模
に
対
す
る
借
金
の
割

合
を
示
す
も
の
で
、
借
金
額
が
適
正
か
を
判

断
す
る
数
値
で
す
。
18
％
を
超
え
る
と
借
入

に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
25
％

を
超
え
る
と

借
入
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年

度
は
19
．６
％

と
な
り
ま
し

た
。 

町民の皆さん１人当たりの平成22年度決算
ここでは、町の一般会計の決算を一般家庭の

家計に置き換えてみました。
一般家庭の家計における金額は、町の決算額を

年度末（平成 23 年 3月31日）の町の人口（15,679人）
で割ったもので表現しています。
下表を見ると家族（町）だけの収入は全体の２割

に満たず、親（国）や兄弟（県）からの支援に頼ら
なくてはならない状況です。
借金の返済や貯金の積み立てにより、台所事業

はやや改善の傾向にありますが、今後も将来に備え
た計画的な生活設計を行う必要があります。

区　　分 決算上の区分 金　　額

給料 ・ 家賃収入 町税 ・ 使用料等 12 万 3,382 円

雑収入 その他の収入 6 万 657 円

前月からの繰り越し 繰越金 5,236 円

親からの仕送り 国からの収入 68 万 6,009 円

兄弟からの仕送り 県からの収入 8 万 1,938 円

銀行からの借り入れ 町債 13 万 6,587 円

合  計 109 万 3,809 円

区　　分 決算上の区分 金　　額

食費 人件費 14 万 1,703 円

医療費 ・ 学費 扶助費 9 万 5,699 円

ローンの返済 公債費 23 万 6,029 円

日用品 ・ 光熱費 物件費 8 万 6,673 円

屋内の小修繕費 維持補修費 2,348 円

自治会費 補助費等 13 万 4,670 円

貯金 積立金 6 万 7,742 円

株式の購入等 投資・出資・貸付金等 1 万 3,713 円

子どもへの仕送り 繰出金 7 万 1,984 円

家の増改築
普通建設事業費（ 災害復

旧費含む）
22 万 7,291 円

合  計 107 万 7,852 円

翌月への繰り越し 1 万 5,958 円

貯金残高 31 万 3,379 円

借金残高 155 万 5,307 円

 平成 22 年度　特別会計決算書
会計名 収入 支出

国民健康保険事業 18 億 3,884 万円 18 億 1,836 万円

国保中村診療所 8,246 万円 7,766 万円

国保五箇診療所 1 億 6,084 万円 1 億 5,965 万円

国保都万診療所 1 億 6,304 万円 1 億 5,863 万円

簡易水道事業 6 億 3,602 万円 5 億 9,532 万円

下水道事業  7 億 5,288 万円  7 億 5,203 万円

駐車場事業 2,299 万円 1,645 万円

訪問看護事業 2,331 万円 2,296 万円

老人保健医療   764 万円 764 万円

布施へき地診療施設事業 3,277 万円 3,148 万円

五箇へき地診療施設事業 1,270 万円 1,180 万円

中財産区 810 万円 6 万円

後期高齢者医療保険事業 3 億 3,385 万円 3 億 3,333 万円

計 40 億 7,550万円 39 億 8,542 万円
※表記単位未満を切り捨てているため、総数と内容が一致
しない場合があります。
 平成22年度　隠岐の島町上水道事業損益計算書

（収　　益）
2億 7,727 万円

（費　　用）
2億 6,253 万円

給水収益 2億6,591万円 (95.9%) 人  件  費 4,536 万円（ 17.3%）
借入利息 5,873 万円（22.4%）

そ　の　他
営業外収益

1,136 万円 (4.1%)

減価償却費
資産減耗費

１億1,224 万円（42.7%）

動  力  費 1,492 万円（ 5.7%）
委  託  費 1,450 万円（ 5.5%）

純 利 益 1,474万円 そ  の  他 1,678 万円（ 6.4%）

※特別会計は、特定の事業を行う場合などに経理を他の
会計と区別する必要があるとき法律や条例に基づき設置す
るものです。

収　入

支　出

H17 H18 H19 H20 H21 H22

年　度

実質公債比率の推移
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一般家庭の家計にたとえてみると…
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平成２２年度はこんな事業を行いました
ここでは、平成２２年度で実施された主な事業について一般会計歳出決算額の目的別にご紹介します。

●農林水産業費 農業や林業、水産業の振興のた
めに使われました。

◉企業の農業参入・連携支援事業（2社） 726 万円
◉笠松牧野整備事業（山田地区） 7,198 万円
◉森林病害虫等防除事業（空中散布・伐倒駆除等） 2,415 万円
◉離島漁業再生支援事業（漁業集落交付金） 9,620 万円
◉蛸木漁港整備事業（東物揚場・南防波堤） 6,057 万円
◉大久地区漁村再生事業（集落道他 3施設） 3,109 万円

●商工費 商工業・観光の振興やイベントの
実施など、地域経済の活性化の
ために使われました。

◉にぎわい商品券発行事業（千円券 22万枚） 1億 8,972 万円
◉隠岐の島ウルトラマラソン補助金 639万円
◉観光道路周景整備事業 208万円
◉八尾川遊覧船運航事業 210万円
◉あいらんどパークテニスコート整備事業 7,732 万円

●土木費 道路や河川、町営住宅の整備な
ど、住環境の向上のために使われ
ました。

◉町単道路改良事業（2 路線） 2,190 万円
◉町道災害防除事業（都万・油井・箕浦） 4,050万円
◉町営住宅宮城ケ丘団地改修事業 6,231万円
◉町営住宅宮の前団地建設事業 1億 5,567 万円

●消防費 消防団活動や消防防災施設の整
備など、防災対策のために使われ
ました。

◉隠岐広域連合消防本部管理運営費等 3 億 6,345 万円
◉消防団活動事業（実火災13 件） 3,239万円
◉防火水槽整備事業（下西・久見） 1,600万円
◉消防車両整備事業（指揮車他 3台） 4,114 万円
◉全国瞬時警報システム整備事業  678 万円

●教育費 学校施設の整備や青少年の育成、
公民館活動など、よりよい教育環
境づくりのために使われました。

◉学校図書充実事業（図書司書の配置・図書館整備） 971万円
◉五箇小学校耐震改修事業 4億 1,200万円
◉青少年教育事業（ふるさと教育推進事業等） 523万円
◉ジオパーク推進事業 1,280万円
◉公民館分館活動費（83分館） 827 万円
◉文化財保護事業 682 万円

●総務費 行政運営や地域コミュニティの活
性化などに使われました。

◉集落地域活性化交付金（86地区） 3,676 千円
◉定住奨学金貸与事業（貸与者 22名） 1,290万円
◉隠岐国分寺蓮華会舞演舞場建設事業（池田地区） 3,005 万円
◉隠岐島油槽所運営事業費 5,422 万円
◉地方バス路線維持対策事業 7,040万円
◉航空機利用促進対策事業 1,233 万円
◉島前島後間海上交通整備事業 965 万円
◉地域情報通信基盤整備推進事業 11億 9,174 万円

●民生費  子どもやお年寄り、障がいのある
方などへの福祉のために使われま
した。

◉障がい者福祉サービス事業 3 億 4,161 万円
◉高齢者福祉施設スプリンクラー設置事業 7,938 万円
◉養護老人ホーム等運営費 2億 3,573 万円
◉介護保険対策事業費 3 億 2,107 万円
◉子ども手当支給事業（～中学生まで） 1億 9,272万円
◉私立・公立保育所運営費 4億 8,575 万円
◉生活保護扶助費 1億 7,534万円

●衛生費   保健・医療など町民の皆様の健
康増進や、ごみの収集、リサイク
ル事業に使われました。

◉島外出産助成事業（65 名利用） 771万円
◉生活習慣病対策事業費（がん検診等） 1,332 万円
◉母子健康診査事業費（乳児検診等） 1,318 万円
◉感染症予防事業費（予防接種等） 1,451万円
◉隠岐病院負担金 7億 4,824 万円
◉清掃センター・リサイクリセンター・クリーンセンター管理運営費 1億 9,302万円
◉ごみ収集運搬事業費 2,332 万円

※
平
成
22
年
度
隠
岐
の
島
町
決
算
報
告

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
の
島

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
る

他
、
役
場
企
画
財
政
課
、
各
支
所
、
中
出

張
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

☎ 

２
‐
８
５
６
６

http://w
w
w
.tow

n.okinoshim
a.

shim
ane.jp/ 
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「
隠
岐
の
島
町
民
憲
章
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

隠
岐
の
島
町
で
は
、
町
と
し
て
の
理
念
や

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
一
人

ひ
と
り
の
町
民
が
お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
、

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、「
隠
岐
の
島
町
民
憲
章
」
を

平
成
23
年
10
月
１
日
に
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
憲
章
は
、
隠
岐
の
島
町
町
民
憲
章
制

定
委
員
会
を
中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
が
、「
常
に
心
に
留
め
る

こ
と
が
で
き
、
次
世
代
ま
で
継
承
で
き
る
憲

章
と
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
、
準
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

来
年
早
々
に
は
、
町
民
憲
章
制
定
記
念
式

典
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

制
定
さ
れ
た
「
隠
岐
の
島
町
民
憲
章
」
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
総
務
課
行
政
係

☎ 

２-

２
１
１
１

地
域
に
活
力
を
！

〜
宝
く
じ
の
助
成
金
が
役
立
て
ら
れ
た
事
業
〜

隠
岐
�
島
町
民
憲
章

私
た
ち
は
、
美
し
い
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
歴
史
、
伝
統
・
文
化
を
大
切
に
す
る

『
隠
岐
び
と
の
心
』
を
未
来
に
伝
え
、
夢
と
活
力
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
の
ま
ち
を 

あ
た
た
か
く
し
た
い 

心
あ
か
る
く 

い
き
る
た
め
に

こ
の
ま
ち
を 

ゆ
た
か
に
し
た
い 

心
や
さ
し
く 

い
き
る
た
め
に

こ
の
ま
ち
を 

の
び
や
か
に
し
た
い 

心
げ
ん
き
に 

い
き
る
た
め
に

隠
岐
の
島
町
で
は
、
本
年
度
、「
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
助
成
を
受
け
、

次
の
と
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る

た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
等

が
実
施
す
る
施
設
、

設
備
の
整
備
に
対
し

て
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
方
々
が
自
主
的

に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図

り
、
地
域
の
連
帯
感
や
自
治
意
識
が
高
め
ら

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

①
栄
町
三
区
町
内
会
…
地
区
集
会
所
に
、
年

間
を
通
し
て
活
動
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、

地
区
内
で
の
世
代

間
交
流
を
活
性
化

す
る
た
め
、
集
会

所
備
品
と
し
て
エ

ア
コ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
用
品
を
整
備
し

ま
し
た
。

②
上
那
久
区
…
集
会
所
や
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
上
那
久
菖
蒲
祭
り
」
等
で
使
用
す
る

備
品
等
を
整
備
し
ま
し
た
。

③
唐
井
自
治
会
…
地
域
内
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
内
の
世
代
間
交
流

を
広
げ
て
い
く
た
め
の
集
会
所
備
品
や
イ

ベ
ン
ト
用
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

※
毎
年
事
業
募
集
時
に
は
各
区
、
自
治
会
長

あ
て
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎ 

２-

８
５
６
６

写真は、集会所に整備された
エアコン。

毎年実施している「上那久地
区菖蒲祭り」の様子。

今回整備したイベント用の発電機。

地区の皆さんが製作した、様々な
作品を展示する分館生活展の様子

今回整備したイベント用のテント。
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孫
抱
き
交
付
金
事
業

〜
町
内
で
結
婚
披
露
宴
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　

町
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
〜

５
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
日
本
赤
十
字

運
動
」
に
４
，２
５
０
件
、
３
，０
６
９
，

８
０
０
円
の
社
資
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。

町
民
の
皆
様
の
善
意
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
社
資
は
日
本
赤
十
字
社
島

根
県
支
部
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係☎ 

２-

８
５
６
１

平
成
23
年
度

赤
十
字
社
資
の
お
礼
と
報
告

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
！

Part 5
例
年
、
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
日
本
で
は

毎
年
約
１
千
万
人
、
約
10
人
に
１
人
が
感

染
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
２
０
０
９
年
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
■

● 

２
０
０
９
年
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力
、
感

染
後
の
重
症
化
等
に
つ
い
て
、
従
来
の
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
大
差
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

と
は
呼
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
予
防
策

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？
■

● 

感
染
し
た
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
で
飛
ん

だ
ウ
ィ
ル
ス
を
別
の
人
が
口
や
鼻
か
ら
吸

い
込
ん
で
感
染
す
る
飛
沫
感
染
と
、
感
染

し
た
人
の
手
に
つ
い
た
ウ
ィ
ル
ス
が
ド
ア

ノ
ブ
等
に
付
着
し
、
そ
こ
に
触
れ
た
手
で

鼻
や
口
を
触
る
と
粘
膜
を
介
し
て
ウ
ィ
ル

ス
が
体
内
に
入
り
込
み
感
染
す
る
接
触
感

染
と
が
あ
り
ま
す
。

■
予
防
法
■

感
染
経
路
を
断
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

● 

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
か
ら
帰
っ
た

後
は
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
消
毒

す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

● 

普
段
か
ら
の
健
康
管
理
も
重
要
で
す
。

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
抵
抗
力
を

高
め
て
お
く
こ
と
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
も
重
要
で
す
。

● 

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら

し
、
も
し
発
症
し
て
も
重
い
症
状
に
な
る

の
を
防
ぎ
ま
す
。

● 

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
期
間

は
、
一
般
的
に
は
５
ヶ
月
ほ
ど
で
す
。

● 

予
防
接
種
を
受
け
た
い
場
合
は
、
直
接

医
療
機
関
に
連
絡
し
、
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
感
染
し
た
時
に
気
を
つ
け
る
こ
と
■

「
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切

で
す
。

● 

１
時
間
に
１
回
程
度
、
短
時
間
で
も
部

屋
の
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

咳
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。

● 

熱
が
下
が
っ
た
後
も
２
日
程
度
は
他
の

人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
熱
が

下
が
っ
て
も
２
日
ほ
ど
は
自
宅
療
養
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
保
健
課
健
康
係

☎ 

２-

８
５
６
２

隠
岐
の
島
町
で
は
、

本
年
度
10
月
か
ら
新
た

に
「
孫
抱
き
交
付
金
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
町
の
経
済
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
、
町
内
で
結
婚
披
露
宴
を
執
り

行
う
皆
様
を
応
援
し
つ
つ
、
地
元
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隠
岐
の
島
町
の
結
婚
式
に
は
つ

き
も
の
の
〝
子
授
け
の
儀
〞
と
い
う
伝
統
文

化
を
継
承
す
る
た
め
の
支
援
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

結
婚
披
露
宴
と
い
う
晴
れ
の
舞
台
を
町

内
で
開
催
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
島
外
の
方
で

町
内
で
結
婚
披
露
宴
を
執
り
行
う
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

是
非
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
町
内
で

結
婚
披
露
宴
を
開
催
し
、
隠
岐
の
島
町
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

【
孫
抱
き
交
付
金
事
業
】

● 

対
象
…
町
内
で
行
う
結
婚
披
露
宴

　
（
30
名
以
上
の
披
露
宴
）

● 

交
付
金
額

・
披
露
宴　
　

２
５
０
，
０
０
０
円

・
子
授
け
の
儀　

５
０
，
０
０
０
円

● 

申
請
手
続
…
交
付
金
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、
披
露
宴
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書

を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
申
請
書
は
、
左
記
窓
口
で
お
受

け
取
り
に
な
る
か
、
隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
定
住
対
策
課
定
住
対
策
係

☎ 

２-

８
５
７
０

隠岐の披露宴で伝統的に行われる孫
抱きの様子
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隠
岐
へ
の
想
い
新
た
に
…

隠
岐
学
セ
ミ
ナ
ー
開
催

9/15
大
き
く
育
て
！ 

マ
ダ
イ
稚
魚
２
千
匹
放
流

町への寄贈　乗用草刈り機とカーブミラー

9/16
元
気
に
長
生
き 

町
長
が
高
齢
者
を
訪
問

9/17

9/17
水
産
業
の
未
来
の
た
め
に 

漁
業
集
落
ま
つ
り

9/17
安
全
・
安
心
を
目
指
し
て

交
通
安
全
大
会
開
催

9/18 いよいよ始動！映画安全祈願祭 
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航
空
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
空
の
日
イ
ベ
ン
ト
」

が
、
隠
岐
空
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
小
型
機
に
よ

る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
は
じ
め
、
自
衛

隊
の
Ｙ
Ｓ
11
型

機
等
の
機
材
展

示
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
親
子
連

れ
な
ど
お
よ
そ

３
０
０
人
の
皆

さ
ん
が
空
へ
の

理
解
を
深
め
ま

し
た
。

9/25
様
々
な
”空
“を
体
験 

空
の
日
イ
ベ
ン
ト
開
催

町
の
魅
力
を
日
本
全
国
の
映
像
制
作
者
に

知
っ
て
も
ら
い
、
隠
岐
の
島
町
を
映
画
や
ド
ラ

マ
の
舞
台
と
し
て
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
撮
影
が
、
旧
中

村
小
学
校
や
町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
映

画
は
約
10
分
間
程
度
の
短
編
作
品
で
、
撮
影
に

は
、
町
民
約
２
５
０
人
が
エ
キ
ス
ト
ラ
や
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
映
画
の
完
成

は
10
月
末
頃
で
、
日
本
全
国
や
ア
ジ
ア
各
国
の

映
像
制
作
会
社
等
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

9/24
映
画
・
ド
ラ
マ
の
舞
台
に

隠
岐
の
島
町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

ビ
デ
オ
制
作

消
防
精
神
を
鍛
錬
し
、
迅
速
的
確
な
消
防
技

術
の
向
上
を
図
り
、
団
員
相
互
の
連
帯
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
隠
岐
の
島

町
消
防
操
法
大
会
が
、
旧
隠
岐
空
港
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
参
加
し
た
約
３
２
０
名

の
団
員
の
中
か
ら
、
13
チ
ー
ム
52
名
が
出
場
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
競
技
結
果
】

第
１
位　

磯
分
団
今
津
班

第
２
位　

中
条
分
団
原
田
班

第
３
位　

五
箇
第
２
分
団
山
田
班

個
人
賞
（
最
優
秀
者
）

指
揮
者　

小
西
健
次
さ
ん
（
原
田
班
）

１
番
員　

野
邊
力
さ
ん
（
津
戸
班
）

２
番
員　

前
田
和
信
さ
ん
（
下
西
班
）

３
番
員　

佐
々
木
淳
一
さ
ん
（
今
津
班
）

9/25
的
確
な
消
防
技
術
を
競
う

消
防
操
法
大
会
開
催

写真上：優勝した磯
分団今津班の操法の
様子。
写真左：日々、遅く
まで練習に励む消防
団の皆さん
（隠岐支庁前）

10/2 シーサイド”風”マラソン大会 

写真は、廃校となった旧中村小学校で行われた卒

業式撮影シーンの様子。小学生も多数出演し、真

剣な表情で撮影に臨みました。

アクロバット飛行を行った小型機を
熱心に見入る来場者の皆さん。

第 5回隠岐の島シーサイド”風”マラソン
大会が、都万アイランドパークをスタート・
ゴールとし、都万湾岸コースで開催されま
した。一般の部、中学生の部、親子ペアの部
に分かれた２７１名のランナーが「隠岐の風」
を感じながら、ゴールを目指しました。

10/4 秋晴れのもと、ソメイヨシノ開花 

10
月
初
め
、
八
郎
橋
近
く
の
八

尾
川
沿
い
の
桜（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）

が
開
花
（
３
分
咲
き
）
し
ま
し
た
。
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隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

２
‐
２
２
０
６
（
代
表
）

教
科
指
導
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催

９
月
19
日
（
月
）
と
20
日
（
火
）
の
２
日
間
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
磯
小
学
校
、
文
化
会

館
を
会
場
に
し
て
、
教
育
委
員
会
主
催
の
教

科
指
導
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

島
根
県
の
学
力
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、

隠
岐
の
島
町
の
子
ど
も
た
ち
の
成
績
は
、
少

し
ず
つ
上
向
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
礎
的
な
内
容
の
理
解
が
伸
び

て
い
る
の
に
比
べ
、
応
用
問
題
の
理
解
に
は

ま
だ
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
筑
波
大
学
附
属

小
学
校
の
細
水
保
宏
副
校
長
を
講
師
に
招
き
、

先
生
の
実
践
を
通
し
て
、
現
場
の
先
生
方
の
指

導
力
向
上
を
目
指
し
て
計
画
し
た
も
の
で
す
。

19
日
は
、ふ

れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
、
細
水
副
校

長
に
よ
る
講

演
会
を
行
い

ま
し
た
。
休
日

で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

50
名
以
上
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。「
算

数
好
き
を
育
て
る
授
業
づ
く
り
の
コ
ツ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

算
数
・
数
学
の
枠
を
こ
え
た
教
師
の
姿
勢
に

関
わ
る
内
容
で
、
参
加
し
た
先
生
方
に
と
っ

て
、
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

20
日
は
、
磯
小
学
校
に
お
い
て
、
細
水
副

校
長
に
よ
る
算
数
の
公
開
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
最
後
ま
で
授
業
に
集
中

し
て
い
て
、
充
実
し
た
時
間
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。午
後
か
ら
は
、文
化
会
館
に
お
い
て
、

協
議
や
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
板
書
の
仕
方
、

ノ
ー
ト
の
取
ら
せ
方
な
ど
の
指
導
技
術
に
つ

い
て
は
勿
論
、
明
日
か
ら
の
授
業
で
使
え
そ

う
な
授
業
の
ネ
タ
の
紹
介
も
あ
っ
て
、
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
学
校
の
取
り
組

み
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た９

月
28
日

に
隠
岐
の
島

町
総
合
体
育

館
で
、
日
本

セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽

団
の
公
演
が

行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
公
演

は
、
文
化
庁

が
行
っ
て
い

る
「
次
代
を

担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業
」
の
中
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
小
中
高
生
を
中
心

に
約
１
４
０
０
人
が
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

公
演
は
、
総
勢
約
60
名
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
り
１
時
間
30
分
程
度
行
わ
れ
、ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
運
命
」
な
ど
有
名
な
曲
や
、
子

ど
も
に
よ
る
指
揮
の
体
験
、
磯
小
学
校
の
生

徒
の
合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
共
演
な
ど
、

場
内
が
一
つ
に
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

公
演
の
最
初
に
は
各
楽
器
の
仕
組
み
や
役
割

の
説
明
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
芸
術
に
興
味
を
も
つ
た
め

の
良
い
き
っ
か
け
を
、
今
後
も
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
隠
岐
柔
道
・
剣
道
選
手
権
大
会
の

開
催９月

11
日
に
、
第
52
回
全
隠
岐
柔
道
選
手

権
大
会
が
隠
岐
の
島
町
武
道
館
で
、
ま
た
、
第

53
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会
が
隠
岐
の
島
町

総
合
体
育
館
で
、そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
町
内
の
園
児
及
び
小
中
学
生
や
一

般
選
手
な
ど
、
両
大
会
合
わ
せ
て
１
１
４
名
の

選
手
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優
勝
者
一
覧
（
一
般
を
除
く
）

全
隠
岐
柔
道
選
手
権
大
会

▼
幼
児
個
人　

坂
田
風
太　

▼
小
学
個
人

�
低
学
年
�　

藤
田
拓
夢　

▼
小
学
個
人
�
中

学
年
�　

門
脇
カ
ー
ロ　

▼
小
学
個
人
�
高

学
年
�　

松
井
孝
弘　

▼
中
学
個
人
�
無
段
�

横
地
治
仁　

▼
小
学
団
体　

柔
友
会
Ｂ

全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会

▼
小
学
個
人
�
低
学
年
男
女
混
合
�　

安
部

凱
生　

▼
小
学
個
人
�
中
学
年
男
子
�　

三

角
陸
斗　

▼
小
学
個
人
�
高
学
年
男
子
�　

森　
　

蓮　

▼
小
学
個
人
�
中
高
学
年
女
子
�

万
代　
涼　
▼
中
学
個
人　
原　
悠
馬　
▼
小

学
団
体　
東
郷
剣
友
会
Ａ

細水副校長による講演会「算数好きを育てる
授業づくりのコツ」の様子

細水副校長の公開授業の様子。磯小学校の児童を相
手に算数の「速さ」について授業が行われました。

公演では、オーケストラの伴奏で磯小学校の子ども達
による校歌の合唱も行われました。
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隠岐の島町図書館
☎ 08512-2-2341 ＦＡＸ 08512-2-9198
●開館時間 10時～ 18時 ●閉館日 (月曜日・第3日曜日・祝日)
※祝日が月曜、第 3日曜と重なった場合は翌日も閉館

図書館まつり開催！

【大石芳野 作品展】
写真家、大石芳野氏の写真展を行います。約 70
点の作品を 2 度に分けて展示します。ぜひご覧く
ださい。
○大石芳野氏プロフィール○
東京都出身。日本大学芸術学部写真学科卒業。
写真家。芸術選奨、土門拳賞、紫綬褒章受章。
期間：第１弾　11 月 5 日 ( 土 ) ～ 11 日 ( 金 )

第２弾　11 月 12 日 ( 土 ) ～ 18 日 ( 金 )
場所：図書館研修室

【全国訪問おはなし隊】
たくさんの本をつんだキャラバンカーの見学と

おはなし会をします。
日時：11 月 5 日 ( 土 )10：00 ～ 12：00

（おはなし会：10：30 ～ 12：00）
場所：図書館入り口付近

【ブックコート体験】
お気に入りの本に透明フィルムでカバーをかけ

ませんか？大切な本を守ります。
※ご自宅の本を一人一冊お持ちください。

日時：11 月 6 日（日）14 時～ 15 時
場所：図書館入り口付近（予定）

【古本市】
毎年恒例の古本市を今年も行います。
日時：11 月 5 日 ( 土 )10 時～ 17 時

6 日 ( 日 )10 時～ 16 時
場所：図書館入り口付近

パッチワーク展盛況でした！

9 月にパッチワークキルト「絆」作品展を行
いました。たくさんの方が来館され、すてきな
作品を見ていました。また、同時に行ったバザー
の売り上げから、
図書カードを図書
館に寄贈していた
だきました。関連
資料の充実に使わ
せていただきます。
ありがとうござい
ました。

全
隠
岐
柔
道
・
剣
道
選
手
権
大
会
の

開
催９月

11
日
に
、
第
52
回
全
隠
岐
柔
道
選
手

権
大
会
が
隠
岐
の
島
町
武
道
館
で
、
ま
た
、
第

53
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会
が
隠
岐
の
島
町

総
合
体
育
館
で
、そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
町
内
の
園
児
及
び
小
中
学
生
や
一

般
選
手
な
ど
、
両
大
会
合
わ
せ
て
１
１
４
名
の

選
手
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優
勝
者
一
覧
（
一
般
を
除
く
）

全
隠
岐
柔
道
選
手
権
大
会

▼
幼
児
個
人　

坂
田
風
太　

▼
小
学
個
人

�
低
学
年
�　

藤
田
拓
夢　

▼
小
学
個
人
�
中

学
年
�　

門
脇
カ
ー
ロ　

▼
小
学
個
人
�
高

学
年
�　

松
井
孝
弘　

▼
中
学
個
人
�
無
段
�

横
地
治
仁　

▼
小
学
団
体　

柔
友
会
Ｂ

全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会

▼
小
学
個
人
�
低
学
年
男
女
混
合
�　

安
部

凱
生　

▼
小
学
個
人
�
中
学
年
男
子
�　

三

角
陸
斗　

▼
小
学
個
人
�
高
学
年
男
子
�　

森　
　

蓮　

▼
小
学
個
人
�
中
高
学
年
女
子
�

万
代　
涼　
▼
中
学
個
人　
原　
悠
馬　
▼
小

学
団
体　
東
郷
剣
友
会
Ａ

八百杉を視察する審査委員の様子（８月２２日）

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
認
定
国

内
候
補
地
に
推
薦
決
定

９
月
５
日
に
開
か
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
で
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
国
内
候
補
地
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援

の
も
と
で
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
認
定
し
て
お
り
、日
本
国
内
の
認
定
地
域
は
、

洞
爺
湖
・
有
珠
山
、
糸
魚
川
、
島
原
半
島
、
山

陰
海
岸
に
加
え
、
今
年
９
月
に
は
新
た
に
室
戸

岬
が
認
定
さ
れ
、
５
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

推
薦
の
可
否
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
８
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
３
人
の
審
査
委
員

が
来
島
し
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
は
、
地
形
・

地
質
、
発
達
し
た
独
自
の
生
態
系
な
ど
の
見

ど
こ
ろ
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
伝
え

る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
て
い
る
と
い
っ
た
点
で

好
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
、
推
薦
は
受
け
ま
し
た
が
、
あ
く
ま

で
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
隠
岐

４
町
村
等
で
構
成
さ
れ
る
「
隠
岐
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
」
と
隠
岐
４
町
村
と
で
連
携

し
な
が
ら
、
委
員
か
ら
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
た
説
明
看
板
の
設
置
や
外
国
語
対
応
を
進

め
、
本
年
12
月
１
日
ま
で
に
加
盟
申
請
を
行

い
、
平
成
24
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
世
界

認
定
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
で
は
、
世
界
認
定
に
備
え
て

平
成
22
年
度
よ
り
ジ
オ
パ
ー
ク
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
養
成
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も

３
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
１
年
間
か
け

て
養
成
し
、
町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
活

動
な
ど
機
会
を
捉
え
て
講
習
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
風
待

ち
海
道
倶
楽
部

や
隠
岐
自
然
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め

と
す
る
民
間
団

体
に
よ
り
、
ジ
オ

サ
イ
ト
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
教
室
を

通
じ
た
地
元
小

中
学
生
へ
の
普
及
活
動
や
、
観
光
客
を
対
象
と

し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
な
ど
の
活
動
も
積
極

的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
世
界
認
定
を
目
指
し
官
民
連
携

し
た
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

中学生を対象としたシーカヤック教室の様子
（都万塩の浜）

作品展の様子（図書館展示コーナー）
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自
治
医
科
大
学
医
学
部
学
生
募
集
！

神
々
の
国
し
ま
ね

来
年
は
古
事
記
編
さ
ん
か
ら
１
３
０
０
年

こ
の
国
の
は
じ
ま
り
の
物
語
が
綴
ら
れ

た
日
本
最
古
の

歴
史
書
「
古
事

記
」。
そ
こ
に
描

か
れ
た
神
話
の

舞
台
が
「
島
根
」

で
す
。

島
根
県
で
は
、

県
民
の
皆
様
が

数
々
の
神
話
の

舞
台
と
な
っ
た
島
根
の
良
さ
を
再
認
識
し
、

そ
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
観
光
客
の
皆
様
を

お
も
て
な
し
す
る
こ
と
が
、
観
光
誘
客
だ

け
で
な
く
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
に
、「
神
々
の
国
し
ま
ね
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

古
事
記
編
さ
ん
か
ら
１
３
０
０
年
を
迎

え
る
来
年
７
月
か
ら
は
「
神
話
博
し
ま
ね
」

を
開
催
し
ま
す
。

「
神
話
博
し
ま
ね
」
で
は
、
大
迫
力
の

映
像
で
神
話
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
《
神

自
治
医
科
大
学
医
学
部
の
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ
で
す
。

栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
は
、
全

都
道
府
県
が
共
同
で
設
立
し
た
医
科
大
学

で
、
卒
業
後
に
出
身
県
に
戻
り
一
定
期
間

地
域
の
病
院
、
診
療
所
に
勤
務
す
れ
ば
、

授
業
料
な
ど
が
全
額
免
除
さ
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
島
根
の
医
療
を
守
る
と
い
う

気
概
に
あ
ふ
れ
た
方
の
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

● 

募
集
人
数
…
１
１
０
名
（
島
根
県
か
ら

２
〜
３
名
）

● 

第
１
次
試
験
日
…
平
成
24
年
１
月
23
日

（
月
）【
学
力
】
24
日
（
火
）【
面
接
】

● 

試
験
会
場
…
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も（
松
江
市
）

● 

試
験
科
目
…
○
数
学
（
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・

数
学
Ａ
）
○
理
科
（
物
理
Ⅰ
・
化
学
Ⅰ
・

生
物
Ⅰ
の
う
ち
２
科
目
目
選
択
）
○
英
語

（
英
語
Ⅱ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ・ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

● 

出
願
期
間
…
平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）

〜
１
月
18
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
（
１

月
17
日
（
火
）
の
消
印
有
効
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
出
願
先

〒
６
９
０
‐
８
５
０
１

松
江
市
殿
町
１
番
地

島
根
県
医
療
政
策
課

☎ 

０
８
５
２-
２
２-

６
６
８
３

Ｆ
ａ
ｘ
０
８
５
２-
２
２-

６
０
４
０

話
映
像

館
》
や
県

民
の
皆
様

ご
自
身
が

出
演
す
る

《
し
ま
ね

魅
力
発
信

ス
テ
ー
ジ
》

な
ど
を
企

画
し
て
い

ま
す
。

隠
岐
の
島
町
は
、
古
事
記
の
国
生
み
神

話
に
隠
岐
の
三
つ
子
島
と
し
て
登
場
し
、

イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
大
八
島
（
日
本
）

を
生
み
出
す
時
に
淡
路
島
、
四
国
に
続
い

て
生
ま
れ
た
と
い
う
記
述
が
残
り
ま
す
。

ま
た
、
隠
岐
の
地
質
や
文
化
等
は
高
く

評
価
さ
れ
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
候
補

地
」
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
本
事
業
に
触
れ
て
、
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

事
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

み
ん
な
で
し
ま
ね
の
は
じ
ま
り
と
オ
ス
ス

メ
を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
し
ま
ね
は
じ
ま
り
通
り
」

http://w
w
w
.shim

ane-hajim
aru.jp

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

神
々
の
国
し
ま
ね
実
行
委
員
会

☎ 

０
８
５
２-

２
２-

６
７
５
７ 神話博しまね特設会場（イメージ）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

10
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。野

津
憲
一
さ
ん
（
都
万
）
再
任

重
栖
隆
快
さ
ん
（  

郡  

）
新
任

人
権
擁
護
委
員
と
は
？

● 

地
域
の
中
で
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ

た
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
隣
近
所
の

も
め
ご
と
、
家
庭
内
で
の
悩
み
ご
と
、
仕
事

先
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
困
り

ご
と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」と
い
う
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
相
談
者
の
希
望
に
よ
り
法
務

局
と
協
力
し
て
調
査
・
処
理
を
行
い
、
当
事

者
の
利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な
ど
の
適

切
な
措
置
に
よ
り
、
事
案
の
解
決
を
図
っ
て

い
ま
す
。

● 

地
域
・
学
校
・
会
社
等
で
の
「
人
権
出
前

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

● 

人
権
相
談
は
、
公
民
館
等
で
の
特
設
相
談

所
の
ほ
か
、
平
日
法
務
局
で
も
受
け
て
い
ま

す
。
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

相
談
先 

☎ 

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局

☎ 

２-

０
２
４
０
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�
�
�
�
写
真
館「八朔牛突き大会・土俵入り」

吉田　徹さん
「八朔牛突き大会・土俵入り」

【
募
集
要
項
】

●
作
品
の
条
件

①
題
材
…
自
由
で
す
。
但
し
、
町
内
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
人
物
が
特
定
さ
れ
る
写
真
の
場
合
は
、
必
ず

ご
本
人
の
承
諾
を
お
受
け
下
さ
い
。

③
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
の
条
件
…
毎
月
お
一
人
１
点
ま
で
と
し

ま
す
。

●
応
募
方
法
…
写
真
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
等
で
お

送
り
い
た
だ
く
か
、
印
刷
し
た
写
真
を
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
作
品
を
応
募
の
際
に
は
、
①
氏
名
②
年

齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
作
品
の
タ
イ
ト
ル
⑥

撮
影
場
所
と
撮
影
の
年
月
日
を
記
入
し
た
用
紙

（
様
式
自
由
）
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
さ
れ
た
写
真
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
作
品
の
権
利
…
掲
載
し
た
作
品
の
使
用
権
を

含
む
版
権
は
全
て
隠
岐
の
島
町
に
属
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
…
毎
月
10
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
…
作
品
の
応
募
時
に

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
応
募
へ
の

連
絡
の
た
め
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
作
品
の
掲
載
に
あ
た
っ

て
は
、
応
募
さ
れ
た
方
の
氏
名
と
作
品
タ
イ
ト

ル
の
み
を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
為
、
掲
載
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お宝 !
隠岐の「地産」

食材
Vol.6

今回は収獲時期となった

大豆を使った料理をご紹

介します。

ご　　汁

■材料（１０人分）
大豆（１カップ）
だし汁（１，０００ＣＣ）
味噌（８０ｇ）
ねぎ（３０ｇ）

■作り方
① 大豆は洗って、たっぷりの水に一晩浸し、柔ら
かくしておく。

② いりこでだし汁を作り、味噌汁を作っておく。
③ 大豆を２～３回に分けてミキサーにかける。この
とき、ミキサーの回るくらいの水を加えて、な
めらかになるまでまわす。

④ ②の味噌汁を沸騰させ、③を少しずつ入れ、一
煮たちさせる。

※ 大豆はミキサーで荒ごなししてから、すり鉢で
なめらかにして入れても良い。

＊隠岐の島町食生活改善推進協議会
「地元の食材を生かした献立集より」

西
岡　

夢む

う羽

栄
町

西
岡 　

仁

野
津　

ま
お

都
万

野
津 　

淳

松
田　

明あ
き
の
り哲

城
北
町
松
田 

真
治

お
く
や
み

（
氏 

名
） 

（
地
区
） 

（
年
齢
）

池
添　

清
見 

飯
田 

91
歳

青
山　

サ
ク 

東
郷 

84
歳

升
田　

信
子 

港
町 

86
歳

竹
中　

ハ
ル 

栄
町 

87
歳

河
北　

ア
ヤ 

下
西 

89
歳

古
木 

シ
ナ
子 

油
井 

82
歳

田
村 
ア
ツ
子 

栄
町 

98
歳

※
９
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

夫妻

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
結
婚

（
氏 

名
）  
（
地
区
） 

村
上　

好
男 
有
木 

眞
野
絵
梨
香 
下
西

阿
部　

亘 

栄
町 

池
田
あ
か
ね 

郡 

春
木　

勇
人 

都
万 

菊
地
美
恵
子 

五
箇

ご
誕
生

（
氏 

名
） 

（
地
区
）（
保
護
者
）

渡
部　

月つ
き
な菜

有
木

渡
部 

大
吾

若
林　

來ら
い
む夢

東
町

若
林 

秀
男

夫妻夫妻
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隠岐の島町岬町中ノ津
電話 ０８５１２-２-６５６６

要予約・一日一組様限定（４名様以上）
お一人様 4,000 円～
【送迎も致します。】

地産地消でおいしいお米を食べましょう!

こめや米穀店
隠岐の島町内ならどこでも無料配達致します。 お米の地方発送も
承ります ( 箱代サービス )。 お気軽にお電話、 お問い合わせ下さい。

もち米　１升/870 円（奥出雲産）
玄　米　1kg/370 円

米５kg以上お買い上げの
方にお得な粗品進呈中！

隠岐の島町有木山崎 18

代　表 繁浪只男

ＦＡＸ 2-0903

定休日 毎週日曜日

隠岐産こしひかり

2-0900有木山崎

お買得

5kg…2,300円
10kg…4,500円
15kg…6,500円

着物レンタル始めました
冠婚葬祭、 お宮参り、 七五三
成人式、 婚礼、 還暦など

着付け ・ ヘアーセット
足元にいたるまで全て
トータルでご用意いたします。

5
,
0
0
0

円
�
�

�
�
�
�
相
談
�
�
応
�
�
�
�

�
電
話
�
待
�
�
�
�
�
�
�
�

隠岐の島町中町目貫3-9-2

カトレア美容室
TEL2-0688
夜間電話2-3215

まだまだ間に合う
お歳暮早期ご予約！

あずま家具住建センター

隠岐の島町港町天神原
TEL/08512-2-0111
TEL/08512-2-0521

結婚式・披露宴等承ります。
式
場
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、

あ
な
た
だ
け
の
結
婚
式
を
…

無
料
相
談
、
承
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。
親
族
お
披
露
目
会
、披
露
パ
ー
テ
ィ
ー

等
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

どうしは、通話料無料。

����
はじまる。

10:00

地産地消でおいしいお米を食べましょう !

こめや米穀店
 2-0900

隠岐メッセンジャー  代　表 繁浪只男  ＦＡＸ 2-0903

有木山崎

新米 5kg…2,300円
10kg…4,500円
15kg…6,500円

米作りの上手な優良農家から直接仕入れました。この時期だ
からこそ、お届けできる美味しいお米です。数量にも限りが
ありますので是非、召し上がってみて下さい！

隠岐の島町内ならどこでも無料配達致します。お米の地方配送も
承ります（箱代サービス）。御注文、お問合せお待ちしております。

期間限定米期間限定米

隠岐メッセンジャー 

西郷店

ファンシーショップ・贈答品・ギフト

インテリアショップ　和洋家具・婚礼セット一式

隠岐の島町城北町３４０（隠岐病院前）
電　話 ２－３２６５ ＦＡＸ ２－３２６６
営業時間 ＡＭ９：００～ＰＭ７：００

くらし・らしく　[くらしもの ]

くらしを楽しむ 雑貨コーナーも充実！
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だいまんじトレイルラン
参加者募集中！
開催日 平成２３年１１月２０日（日）８：３０分スタート
会　場 有木集会所（スタート・ゴール）  ※雨天決行
種　目 ①だいまんじの部　約１１㎞（大満寺頂上、乳房杉ほか）
 ②とかげ岩の部　約１８㎞（大満寺頂上、神原高原ほか）

参加資格 健康な方、隠岐の自然を楽しんでいただける方、
自己責任で走れる方ほか

参加料 ３，０００円
●トレイルランは山等の不整地を走るマラソンです。
お問い合わせ だいまんじトレイルラン実行委員会事務局
武田浩志　電話２－０２２７　HP：http://www.rundoki.com

無料配達いたします。（旧西郷町限定）
お気軽にお電話・ファックスください！
取扱品 ： 食品、日用品、葬祭花かご他

 

営業：朝８時～夜７時　定休日：日曜日　代表：武田浩志

人気です！手作り弁当！
炊き込み弁当！ お惣菜！

重いものから軽いものまで、皆様の
手となり、足となり、宅配いたします。
（営業時間以外でも対応いたします。）

（港町）
電話　2-0227
FAX 2-1448武田商店

 

総合誌「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約 6,900世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係

までお問い合せ下さい。

電　話 ２－２１１１
メール jouhou@town.okinoshima.shimane.jp 隠岐の島町西町八尾 3-81

ホームページ開設しました　http://kyomiyabunten.jimdo.com
隠岐の島町西町八尾 3-81 

土鍋各種揃いました

体
　ホ

カホカ、

心 ポカポカ体体体体体体体体体体
ホホホホカカカカホホホホカカカカ、カ、、、、、

心心心心
ポポポポカカカカポポポポカポカカカカカ体

　ホ
カホカ、

心 ポカポカ

土鍋各種揃いました土鍋各種揃いました土鍋各種揃いました土鍋各種揃いました土鍋各種揃いました
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1 日 火
2 日 水
3 日 木 文化の日　図書館休館

4 日 金
5 日 土

西郷文化祭（隠岐島文化会館他） ６日まで 図書
館まつり 隠岐国分寺蓮華会舞奈良公演13:00
～（なら１００年会館）

6 日 日 図書館まつり

7 日 月 図書館休館

8 日 火
9 日 水
10 日 木 年金相談13：00～（役場ふれあいセンター）

11 日 金 年金相談 9：30～（役場ふれあいセンター）

12 日 土

13 日 日
第 63 回全隠岐駅伝競走大会 (8:40 ホテル海
音里前スタート) 都万文化祭（都万公民館）
上西神社奉納牛突き大会12:00 ～（上西神社
牛突き場）

14 日 月 図書館休館

15 日 火 納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場本
庁税務課）

16 日 水
17 日 木
18 日 金
19 日 土 隠岐養護まつり10:00 ～（隠岐養護学校）

20 日 日 ごみ減量イベント（島後清掃センター）予定
図書館休館

21 日 月 図書館休館

22 日 火
23 日 水 勤労感謝の日　五箇どんとまつり　10:00～（五

箇生涯学習センター）　図書館休館

24 日 木
25 日 金
26 日 土
27 日 日
28 日 月 図書館休館

29 日 火
30 日 水 納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場本

庁税務課）　

第６３回全隠岐駅伝競走大会

▼
先
日
、
水
若
酢
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
映
画

ロ
ケ
に
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
▼
こ
の
映
画
は
、
映
画
「
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
出
雲
市

出
身
の
錦
織
良
成
監
督
が
、
隠
岐
古
典
相
撲
を

題
材
に
し
た
小
説
家
川
上
健
一
氏
の
作
品
「
渾

身
」
を
ベ
ー
ス
と
し
製
作
す
る
も
の
で
す
。
▼

当
日
の
映
画
撮
影
で
は
、
地
元
力
士
に
よ
る
本

番
さ
な
が
ら
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
ま
た
参

加
い
た
だ
い
た
大
勢
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、
こ
の
迫
力
あ
る
一
番
一
番
に
大
き

な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
▼
映
画
ロ
ケ

に
先
立
ち
水
若
酢
神
社
で
行
わ
れ
た
撮
影
の

安
全
祈
願
祭
で
、
錦
織
監
督
は
「
古
典
相
撲
を

中
心
に
見
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

や
家
族
の
絆
な
ど
、
今
の
日
本
人
が
忘
れ
か
け

て
い
る
本
当
の
豊
か
さ
を
表
現
し
た
い
。」
と
、

こ
の
映
画
に
か
け
る
意
気
込
み
を
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
▼
隠
岐
の
大
勢
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
今
回
の
新
作
映
画
。

▼
こ
の
映
画
を
通
し
て
人
情
の
島
「
隠
岐
」
が

全
国
に
紹
介
さ
れ
、
そ
し
て
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。（
Ｃ
・
Ｓ
）

隠岐の島町行事予定11月

人口と世帯数
平成 23年10月1日現在
人 口 15，627 （-3）人
男 7，471 （-1）人
女 8，156 （-2）人

内15 歳未満 1,780人（11.4％）
内 65歳以上 5,204 人（33.3％）
世帯数 7，300 （-3) 世帯
※括弧内は前月比
転 入 24 人 出 生 6 人 そ の 他 1 人
転 出 15 人 死 亡 19 人 そ の 他 0 人

と　き 11月13日（日）
午前８時４0分
ホテル海音里前スタート

ところ 島内コース（五箇～栄町）
■お問い合わせ先
教育委員会生涯学習課 tel： 2-2126

隠岐の島カレンダー
を販売します

隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い
内容です。
ご自宅用、ご贈答用として、また、出郷者の皆様への

ふるさと便りとして、ぜひご利用ください。

● 価　　格：１冊１，０００円（税込）
 Ｂ３二つ折、全２８ページ

● 販売場所：役場観光課、各支所、出張所

● 申込方法：各地域へ発送を希望される方は、申込書 を隠
岐の島町のホームページからダウンロードして
お持ちいただくか、ＦＡＸでお送りください。
Ｅ－メールでも受け付けます。

  （※発送料は不要です。）
● お申込み・お問い合わせ先
役場観光課観光係
電話 ２－８５７５ ＦＡＸ ２－４９９７
Ｅ－メール :
kankou@town.okinoshima.shimane.jp

２０１２年
版

発送料
無料で
全国へ
お届け


